年次有給休暇の計画的付与に関する労使協定
　○○株式会社（以下、「会社」という）と○○株式会社の社員の過半数を代表する者（以下、「社員代表」という）とは、平成○○年度の年次有給休暇の計画的付与に関して、次のとおり協定する。
（計画的付与の対象となる年次有給休暇）
第１条　会社は、社員が有する平成○○年度の年次有給休暇のうち、５日を超える部分については、本協定の定めに従って付与するものとする。
（計画的付与日）
第２条　計画的付与の対象となる年次有給休暇は、次の日に与えるものとする。

平成○○年８月○○日、８月○○日、12月○○日
（休業手当）
第３条　本協定の成立時における年次有給休暇の残日数から５日を差し引いた残りの年次有給休暇が、前条の期間の日数に満たない者に対しては、不足している日数分については会社都合による休業とし、会社はその者に対し労働基準法の定めによる休業手当を支払うものとする。
（適用除外）
第４条　本協定は、以下の各号に掲げる者については適用しない。
(１)　計画的付与の実施期間中に退職する者
(２)　休職中の者
(３)　業務上の疾病により療養中で休業している者
(４)　産前産後休業中の者

(５)　育児休業又は介護休業中の者
(６)　その他会社と社員代表との協議により、適用除外とすることについて合意した者
（有効期間）
第５条　本協定は、平成○○年度の年次有給休暇の計画的付与について適用する。

平成○○年○○月○○日
○○株式会社
代表取締役　　　　　○○○○　㊞
○○株式会社
社員代表　　　　　　○○○○　㊞
